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昨
年
の
五
月
十
二
日
、
殉
教
者
特
別
年
の
開
幕
ミ
サ
で
始
ま
っ
た
新
潟
教

区
殉
教
者
特
別
年
は
、
各
小
教
区
で
米
沢
の
殉
教
者
を
想
い
共
に
祈
り
続
け

て
来
た
一
年
間
の
特
別
年
閉
幕
の
日
、
ル
イ
ス
甘
粕
右
衛
門
を
始
め
五
十
三

人
が
殉
教
し
た
北
山
原
の
地
に
、
教
区
内
外
か
ら
四
十
人
を
超
え
る
司
祭

団
、
一
〇
〇
〇
人
近
い
修
道
者
や
信
徒
ら
が
集
ま
っ
て
、
五
月
十
六
日
十
一

時
か
ら
列
福
記
念
の
野
外
ミ
サ
を
捧
げ
た
。

う
ら
ら
か
な
春
の
日
に
恵
ま
れ
た

菊
地
功
司
教
主
司
式
の
ミ
サ
は
「
米

沢
の
殉
教
者
賛
歌
」
の
歌
声
の
中
を

殉
教
者
の
聖
遺
物
を
掲
げ
た
本
間
研

二
師（
山
形
地
区
長
）を
先
頭
に
菊
地

司
教
、
谷
大
二
司
教（
埼
玉
）、
平
賀

徹
夫
司
教（
仙
台
）、
ア
ル
ベ
ル
ト
・

ボ
ッ
タ
ー
リ
・
デ
・
カ
ス
テ
ッ
ロ
大

司
教（
ロ
ー
マ
教
皇
庁
駐
日
大
使
）、

山
田
宣
明
師
（
イ
エ
ズ
ス
・
マ
リ
ア

の
聖
心
会
管
区
長
）、
成
田
浄
司
師

（
米
沢
教
会
主
任
）
を
は
じ
め
、
教

区
内
外
の
各
司
祭
が
新
設
さ
れ
た
自

然
石
の
記
念
祭
壇
を
囲
ん
だ
共
同
司

式
の
ミ
サ
が
荘
厳
に
進
め
ら
れ
た
。

説
教
に
た
た
れ
た
菊
地
司
教
は
次

の
よ
う
に
述
べ
た
。（
要
旨
）

「
北
山
原
の
地
に
降
り
積
も
っ
た
雪

の
中
、
感
謝
と
賛
美
の
祈
り
を
も
っ

て
そ
の
命
を
神
に
さ
さ
げ
た
私
た
ち

の
信
仰
の
先
達
五
十
三
人
は
、
三
八

〇
年
と
い
う
時
を
経
た
今
、
ペ
ト
ロ

岐
部
と
一
八
七
殉
教
者
と
し
て
福
者

の
称
号
を
教
会
か
ら
与
え
ら
れ
、
キ

リ
ス
ト
者
と
し
て
生
き
る
私
た
ち
に

信
仰
生
活
の
輝
か
し
い
模
範
を
示
し

て
い
ま
す
。

こ
の
米
沢
の
地
に
殉
教
者
た
ち
が

こ
の
よ
う
に
顕
彰
さ
れ
た
栄
誉
を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
歴
史
に
は
一
九

二
八
年
に
刑
場
跡
地
を
発
見
し
た

シ
ュ
エ
ン
テ
ッ
ク
神
父
を
始
め
、
教

会
内
外
の
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
が

あ
り
ま
し
た
。

本
日
列
福
感
謝
の
ミ
サ
を
捧
げ
る

に
あ
た
り
、
ま
ず
米
沢
に
お
け
る
キ

リ
シ
タ
ン
と
そ
の
殉
教
の
歴
史
研
究

の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
多
く
の

方
々
、
祈
り
で
列
福
運
動
を
支
え
て

く
だ
さ
れ
た
方
々
に
、
心
か
ら
感
謝

を
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
殉
教
の
日
か
ら
三
八
〇
年

を
経
た
今
、
殉
教
者
た
ち
が
い
の
ち

を
捧
げ
た
こ
の
同
じ
場
所
に
立
つ
と

き
、
殉
教
の
そ
の
時
に
至
る
ま
で
の

米
沢
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
の

歩
み
に
、
感
動
と
尊
敬
の
念
を
抱
か

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

当
時
す
で
に
米
沢
に
あ
っ
て
キ
リ

ス
ト
者
共
同
体
は
「
組
」
と
呼
ば
れ

る
信
心
会
を
作
っ
て
広
く
地
域
に
お

け
る
愛
徳
の
実
践
に
あ
た
っ
て
い

て
、
人
間
に
は
す
べ
て
を
賭
し
て
さ

え
も
、
全
て
を
投
げ
打
っ
て
さ
え
も

守
る
べ
き
価
値
観
、
神
の
愛
の
業
が

厳
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
た

こ
と
で
あ
っ
て
、
今
を
生
き
る
私
た

ち
に
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
模
範

が
あ
り
ま
す
。

殉
教
者
た
ち
は
私
た
ち
キ
リ
ス
ト

者
に
対
し
て
、
福
音
を
生
き
抜
く
こ

と
を
求
め
て
い
ま
す
。

殉
教
者
た
ち
は
、
人
と
と
も
に
、

人
の
た
め
に
苦
し
み
抜
く
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。

殉
教
者
た
ち
は
、
真
理
と
正
義
の

た
め
に
、
苦
し
み
抜
く
こ
と
を
求
め

て
い
ま
す
。

殉
教
者
た
ち
は
、
愛
ゆ
え
に
、
真

の
意
味
で
愛
す
る
人
と
な
る
よ
う

に
、
苦
し
み
抜
く
こ
と
を
求
め
て
い

ま
す
。

福
者
殉
教
者
の
取
り
次
ぎ
に
信
頼

し
な
が
ら
、
勇
気
を
持
っ
て
福
音
を

あ
か
し
す
る
生
き
方
を
選
び
取
り
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

ミ
サ
後
参
列
者
は
米
沢
市
内
の
ホ

テ
ル
に
設
け
ら
れ
た
祝
賀
会
場
に
移

り
、
北
山
原
で
祈
り
を
捧
げ
た
教
皇

大
使
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
タ
ー
リ
・

デ
・
カ
ス
テ
ッ
ロ
大
司
教
は
祝
賀
会

の
挨
拶
で
「
バ
チ
カ
ン
も
殉
教
の
場

で
あ
る
こ
と
を
皆
さ
ん
も
認
識
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
皇
帝
ネ
ロ
は
ペ
ト

ロ
や
多
く
の
殉
教
者
の
血
を
流
し
ま

し
た
。
バ
チ
カ
ン
は
聖
な
る
場
所
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
米
沢
と

バ
チ
カ
ン
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。」

「
米
沢
の
殉
教
の
特
徴
は
迫
害
も
拷

問
も
な
く
、
サ
ム
ラ
イ
の
威
厳
を

も
っ
て
自
ら
殉
教
に
臨
ん
だ
こ
と
で

す
。
彼
ら
は
日
常
の
生
活
の
中
で
殉

教
の
証
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
教

区
の
中
に
殉
教
者
の
信
仰
が
強
め
ら

れ
、
日
本
中
に
も
行
き
わ
た
り
ま
す

よ
う
に
。
ま
た
殉
教
者
の
こ
と
を
学

び
お
互
い
に
神
の
愛
に
生
き
る
よ
う

に
祈
り
ま
す
」
と
結
ば
れ
て
、
招
か

れ
た
安
部
三
十
郎
米
沢
市
長
と
握
手

を
か
わ
し
盛
大
の
拍
手
に
包
ま
れ

た
。祝

賀
会
で
は
各
地
か
ら
信
徒
に
よ

る
殉
教
の
場
面
を
語
る
琵
琶
の
演

奏
、愛
の
兜
を
手
に
し
た
舞
踊
、カ
ッ

チ
ー
ニ
作
曲
の
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
の

独
唱
な
ど
を
は
じ
め
、
会
場
を
回
る

花
笠
音
頭
の
輪
に
教
皇
大
使
は
喜
ん

で
拍
手
を
送
っ
て
盛
会
で
あ
っ
た
。

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
タ
ー
リ
・
デ
・
カ
ス
テ
ッ
ロ
教
皇
大
使
は
、
五
月
十

七
日
復
活
節
第
六
主
日
の
ミ
サ
を
九
時
か
ら
山
形
教
会
で
捧
げ
た
。

ミ
サ
に
は
山
形
教
会
信
徒
だ
け
で

な
く
新
潟
か
ら
の
巡
礼
団
十
九
人
も

加
わ
っ
て
二
〇
〇
人
近
い
ミ
サ
で

あ
っ
た
。

聖
堂
二
階

の
聖
歌
隊
席

に
は
「
米
沢

の
殉
教
者
賛

歌
」
を
作
曲

し
た
新
垣
壬

敏
先
生
が
ミ

サ
曲
合
唱
の

指
揮
を
さ
れ

て
素
晴
ら
し

い
ミ
サ
と

な
っ
た
。

ミ
サ
後
の

大
使
歓
迎
会

で
、
大
使
は

サ
ン
タ
ル
チ

ア
の
美
声
を

披
露
さ
れ
て
、
立
ち
あ
が
っ
た
信
徒

た
ち
の
盛
大
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。
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教教
皇皇
大大
使使

山山
形形
でで
主主
日日
のの
ミミ
ササ

北北
山山
原原
でで
一一
〇〇
〇〇
〇〇
人人
のの
ミミ
ササ

ラテン語で祝福を与える教皇大使

米米
沢沢
のの
殉殉
教教
者者
列列
福福
記記
念念
式式
典典殉教地で感動と誓いをあらたに
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新新
司司
祭祭
のの
誕誕
生生

フフ
ララ
ンン
シシ
スス
ココ
・・
ササ
レレ
ジジ
オオ
坂坂
本本
耕耕
太太
郎郎
神神
父父

晴
れ
渡
っ
た
五
月
六
日
正
午
か
ら
新
潟
カ
テ
ド
ラ
ル
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
・
サ
レ
ジ
オ
坂
本
耕
太
郎
助
祭
の
司
祭
叙
階
式
が
菊
地
功
司
教
司
式

四
十
五
人
の
司
祭
が
共
祭
で
行
わ
れ
た
。

賛
美
と
感
謝
と
喜
び
の
日

は
ち
の
へ
し
お
ま
ち

カ
テ
ド
ラ
ル
に
は
八
戸
塩
町
教
会

す
え
よ
し
ち
ょ
う

（
仙
台
教
区
・
青
森
県
）、
末
吉

町

教
会
（
横
浜
教
区
・
横
浜
市
）、
貸

切
バ
ス
を
仕
立
て
駆
け
付
け
ら
れ
た

こ

だ
い
ら

小
平
教
会（
東
京
教
区
・
小
平
市
）

の
五
十
余
人
の
信
徒
の
皆
さ
ん
や
東

京
か
ら
の
友
人
、
神
学
生
な
ど
教
区

内
外
か
ら
お
よ
そ
三
五
〇
人
を
超
え

る
信
徒
が
聖
堂
に
あ
ふ
れ
、
前
庭
に

設
け
た
仮
設
の
テ
ン
ト
内
も
埋
め
つ

く
し
た
大
勢
の
信
徒
た
ち
が
新
司
祭

の
誕
生
を
見
守
り
、
喜
び
の
う
ち
に

神
へ
の
賛
美
と
感
謝
を
捧
げ
た
。

叙
階
の
儀

正
午
の
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ス

の
鐘
が
鳴
り
響
く
中
を
、
十
字
架
と

ろ
う
そ
く
を
先
頭
に
受
階
者
の
坂
本

助
祭
と
教
区
内
外
か
ら
の
４５
人
の
司

祭
団
の
入
堂
が
続
い
た
。

立
錐
の
余
地
も
な
い
ほ
ど
に
埋
め

つ
く
さ
れ
た
信
徒
の
「
し
あ
わ
せ
な

人
」
の
典
礼
聖
歌
に
迎
え
ら
れ
て
、

叙
階
式
は
始
ま
っ
た
。

江
部
純
一
師
（
新
潟
教
会
主
任
司

祭
）
の
福
音
の
朗
読
の
後
、
川
崎
久

雄
師
（
教
区
司
教
総
代
理
）
に
よ
っ

て
推
薦
と
証
言
を
受
け
た
受
階
者
は

叙
階
の
誓
約
を
行
い
、
司
教
が
「
こ

の
兄
弟
を
司
祭
団
に
加
え
る
」
こ
と

を
認
め
る
と
、「
神
に
感
謝
」
と
参

列
者
全
員
が
唱
和
し
て
一
斉
に
賛
同

の
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

菊
地
司
教
は
説
教
で「
四
年
前（
二

〇
〇
五
年
）
の
高
橋
神
父
様
の
叙
階

式
の
時
に
は
、
こ
れ
か
ら
十
年
位
は

司
祭
叙
階
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
に
早
く
き
ょ

う
の
叙
階
式
を
迎
え
た
こ
と
は
神
様

の
お
は
か
ら
い
で
す
。」
そ
し
て
世

界
召
命
祈
願
日
の
教
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ

『
神
の
呼
び
か
け
を
信
じ
る
こ
と
』

を
引
き
、
収
穫
の
た
め
に
働
き
手
を

送
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
、
収
穫
の

主
に
願
い
な
さ
い
。
こ
の
こ
と
ば
は

絶
え
ず
教
会
の
う
ち
に
響
い
て
い
ま

す
。
主
を
信
頼
し
て
召
命
の
た
め
に

祈
り
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調

さ
れ
て
、
司
祭
は
信
徒
の
皆
さ
ん
の

祈
り
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
新
司
祭
の
あ
と
に
続
く

司
祭
の
召
命
の
た
め
に
一
層
の
祈
り

と
努
力
を
呼
び
か
け
た
。

続
い
て
祭
壇
の
前
で
床
に
伏
す
受

階
者
と
参
列
者
全
員
で
心
を
合
わ
せ

て
「
諸
聖
人
の
連
願
」
を
唱
え
受
階

者
に
諸
聖
人
の
取
り
次
ぎ
を
願
っ
た

後
、
菊
地
司
教
は
受
階
者
の
上
に
手

を
置
き
（
按
手
）
黙
祷
し
、
共
同
司

式
の
司
祭
全
員
も
こ
れ
に
続
い
た
。

菊
地
司
教
は
両
手
を
広
げ
て
荘
厳

に
叙
階
の
祈
り
を
唱
え
ら
れ
る
と
、

信
徒
全
員
は
「
ア
ー
メ
ン
」
と
唱
和

し
た
。
感
謝
と
喜
び
に
包
ま
れ
た
新

司
祭
坂
本
耕
太
郎
神
父
誕
生
の
瞬
間

で
あ
る
。

新
司
祭
は
新
し
い
祭
服
を
着
け
て

聖
香
油
を
手
に
受
け
、
感
謝
の
典
礼

の
共
祭
に
加
わ
っ
て
ミ
サ
は
進
み
、

聖
体
拝
領
で
は
新
司
祭
が
拝
領
の
一

人
ひ
と
り
に
聖
体
を
授
け
祝
福
を
与

え
る
姿
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

派
遣
の
祝
福
の
前
に
設
け
ら
れ
た

「
感
謝
の
集
い
」
に
は
、
司
祭
団
を

代
表
し
て
ま
ず
司
教
総
代
理
の
川
崎

久
雄
師
が
、
次
に
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

神
学
院
を
代
表
し
て
前
神
学
院
長
の

平
田
豊
彦
師
が
、
続
い
て
教
区
の
信

徒
を
代
表
し
て
新
潟
教
区
信
徒
使
徒

職
協
議
会
斎
藤
会
長
の
お
祝
い
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。

お
礼
の
挨
拶
に
立
っ
た
坂
本
新
司

祭
は
「
き
ょ
う
神
父
に
な
れ
た
こ
と

が
、
自
分
自
身
で
も
不
思
議
で
な
り

ま
せ
ん
。」
な
ど
と
緊
張
の
お
も
も

ち
で
素
直
に
感
動
を
語
り
、
あ
つ
く

感
謝
を
述
べ
て
、
ひ
と
き
わ
大
き
な

拍
手
に
包
ま
れ
た
。

派
遣
の
祝
福
の
前
に
菊
地
司
教
か

ら
坂
本
神
父
を
新
潟
教
会
助
任
司
祭

に
任
命
す
る
旨
の
発
表
が
あ
り
、「
主

よ
あ
な
た
の
道
を
歩
め
る
よ
う
に
、

正
し
き
道
し
る
べ
を
示
し
て
く
だ
さ

い
」。閉
祭
の
合
唱
が
聖
堂
に
響
い
た

喜
び
と
感
動
の
叙
階
式
で
あ
っ
た
。

祝
賀
会

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の

一
、
二
階
と
も
三
五
〇
人
を
超
え
る

参
列
者
に
あ
ふ
れ
、
神
学
生
時
代
の

お
ぎ
く
ぼ

新
司
祭
を
お
世
話
く
だ
さ
っ
た
荻
窪

り
ゅ
う

教
会
（
東
京
教
区
）
の
鈴
木
隆
さ

ん
の
乾
杯
の
こ
と
ば
で
お
祝
い
会
は

始
ま
っ
た
。「
こ
れ
か
ら
も
車
に
例

え
れ
ば
ガ
ソ
リ
ン
に
な
る
よ
り
オ
イ

ル
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
歯
車
と
歯
車

を
滑
ら
か
に
動
か
す
オ
イ
ル
は
狭
い

空
き
間
に
入
り
込
ん
で
汚
れ
を
お
と

す
役
割
を
終
え
る
と
、最
後
は
真
黒
く

な
っ
て
捨
て
ら
れ
て
い
く
潤
滑
油
に

な
る
よ
う
に
」と
の
贈
る
こ
と
ば
に
、

神
学
生
時
代
の
付
き
合
い
の
厚
さ
を

感
じ
さ
せ
た
和
や
か
な
恵
み
と
喜
び

を
分
か
ち
合
っ
た
祝
賀
会
が
続
い
た
。

司
祭
の
年
に
…

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
サ
レ
ジ
オ
坂
本
耕
太
郎

西
暦
二
〇
〇
〇
年
、
大
聖
年
の

年
に
神
学
院
に
「
入
院
」
し
て
、

今
年
、
司
祭
年
に
（
厳
密
に
言
え

ば
、
司
祭
年
の
開
始
は
六
月
十
六

日
で
す
か
ら
「
司
祭
年
の
直
前
」

で
す
が
…
）
叙
階
さ
れ
た
私
は
、

実
に
お
め
で
た
い
人
間
で
す
。

叙
階
式
と
そ
の
後
に
「
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
言
わ
れ

る
度
に
、
心
の
中
で
「
は
い
、
私

は
お
め
で
た
い
の
で
す
！
」
と
答

え
て
い
ま
し
た
。

生
き
る
と
い
う
こ
と
は
祝
祭
で

あ
り
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
お
め
で
と
う
！
で
す
。

毎
日
が
お
め
で
と
う
！
今
日
も
、

明
日
も
お
め
で
と
う
！
こ
の
喜
び

を
出
会
う
た
び
に
確
認
し
合
い
、

さ
ら
に
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に

お
伝
え
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
、
祈
っ
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
ま
す
。
司
祭
年
の
間

は
世
界
中
の
司
祭
の
た
め
、
日
本

の
司
祭
の
た
め
、
そ
し
て
新
潟
教

区
の
司
祭
の
た
め
に
お
祈
り
く
だ

さ
い
。
と
も
に
よ
ろ
こ
び
、
と
も

に
生
き
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
私

に
で
き
る
こ
と
は
、
や
は
り
生
き

生
き
と
福
音
を
お
伝
え
す
る
こ
と

だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

人
事
異
動

―
第
一
次
―
（
二
月
十
五
日
付
任
命
）

《
新
潟
地
区
》

▼
江
部
純
一
神
父
は
新
潟
教
会
主
任

（
東
京
教
区
習
志
野
教
会
主
任
）

《
長
岡
地
区
》

▼
フ
ェ
ル
デ
ィ
マ
ー
ル
・
フ
ァ
ミ
ニ
ア

ラ
ガ
オ
神
父
は
表
町
教
会
・
福
住

教
会
・
十
日
町
教
会
助
任
（
新
潟

教
会
助
任
）

―
第
二
次
―
（
四
月
一
日
付
任
命
）

《
秋
田
地
区
》

▼
永
山
誠
神
父
は
秋
田
教
会
主
任
（
同

教
会
助
任
）

▼
ス
タ
ニ
ワ
フ
・
ポ
ウ
ォ
ム
ス
キ
神
父

は
教
区
外
へ
転
出（
秋
田
教
会
主
任
）

《
山
形
地
区
》

▼
マ
ル
チ
ヌ
ス
・
パ
リ
ヤ
ン
ト
神
父
は

山
形
教
会
助
任
（
さ
い
た
ま
教
区

つ
く
ば
教
会
担
当
）

▼
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
ス
・
ス
リ
ワ
ル
ヨ
神

父
は
教
区
外
へ
転
出
（
山
形
教
会

助
任
）

―
第
三
次
―
（
五
月
六
日
付
任
命
）

《
新
潟
地
区
》

▼
坂
本
耕
太
郎
神
父
は
新
潟
教
会
助
任

（
新
司
祭
）

役
職
任
命

司
教
総
代
理

川
崎
久
雄
師
（
再
任
）

教
区
本
部
事
務
局
長
・
教
区
会
計

大
瀧
浩
一
師
（
再
任
）

顧
問
団

川
崎
久
雄
師
（
再
任
）

大
瀧
浩
一
師
（
再
任
）

真
壁
良
雄
師
（
新
任
）

本
間
研
二
師
（
再
任
）

フ
ー
ベ
ル
ト
・
ネ
ル
ス
カ
ン
プ
師（
新
任
）

飯
野
耕
太
郎
師
（
再
任
）

秋
田
地
区
長

桃
田
清
明
師（
再
任
）

山
形
地
区
長

本
間
研
二
師（
再
任
）

新
発
田
地
区
長

佐
藤
允
広
師（
再
任
）

新
潟
地
区
長

山
頭
泰
種
師（
新
任
）

長
岡
地
区
長

フ
ー
ベ
ル
ト
・
ネ
ル
ス
カ
ン
プ
師（
再
任
）

※
地
区
長
は
役
職
上
、
司
祭
評
議
会
、

宣
教
司
牧
評
議
会
評
議
員
お
よ
び
教

区
共
済
基
金
理
事
と
な
る
。

学
校
法
人
聖
母
学
園
事
務
局
長

大
瀧
浩
一
師
（
新
任
）

司
祭
人
事

※
カ
ッ
コ
内
は
こ
れ
ま
で
の
任
務

按手黙祷する菊地司教

：】Ｓｅｒｖｅｒ／０９０５０５５９　カトリック新潟２４３／新潟教区報　第２４３号／第２４３号  2009.06.04 13.42.22  Page 



２００９（平成２１）年６月９日 カトリック新潟教区報 第２４３号（３）

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

菊
地
司
教

年
頭
司
牧
書
簡

〝
あ
か
し
に
生
き
る
〞
を
発
表

菊
地
功
司
教
は
年
頭
司
牧
書
簡
を
も
っ
て
昨
年
八
月
に
司
牧
書
簡
で
示
し

た
こ
れ
か
ら
の
〝
福
音
宣
教
の
三
つ
の
分
野
の
最
優
先
課
題
〞
を
こ
と
し
は

実
践
に
移
す
年
に
し
よ
う
と
呼
び
か
け
、
福
音
宣
教
の
取
り
組
み
と
教
区
百

周
年
に
向
か
っ
て
の
道
筋
を
示
し
た
。

福
音
宣
教
の
最
優
先
課
題
へ
の
取
り

組
み昨

年
の
八
月
に
次
の
三
つ
を
福
音

宣
教
の
最
優
先
課
題
と
し
て
明
示
し

た
。

Ａ

世
代
や
国
籍
を
超
え
た
交
わ
り

の
共
同
体
を
構
築
す
る
。

Ｂ

教
区
全
体
の
情
報
共
有
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
み
出
す
。

Ｃ

継
続
し
た
信
仰
養
成
を
充
実
さ

せ
、
成
熟
し
た
信
仰
者
へ
の
脱
皮

を
図
る
。

今
年
の
四
月
二
十
九
日
に
開
催
を

予
定
し
て
い
る
教
区
の
宣
教
司
牧
評

議
会
に
は
各
小
教
区
や
地
区
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
実
を
ふ
り
返
り

三
つ
の
優
先
課
題
に
つ
い
て
問
題
点

や
困
難
さ
、
そ
れ
に
対
す
る
取
り
組

み
の
方
法
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け
具

体
的
に
話
し
合
い
た
い
と
し
て
い

る
。

そ
の
上
で
、
よ
り
良
い
方
向
に
向

か
う
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
定

め
て
、
こ
の
目
標
を
ど
れ
だ
け
達
成

で
き
る
の
か
を
、
二
〇
一
〇
年
か
ら

二
〇
一
二
年
の
教
区
百
周
年
ま
で
毎

年
、
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
の
場
で

検
討
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

教
区
百
周
年
に
向
か
っ
て

新
潟
教
区
は
、
一
九
一
二
年
八
月

十
三
日
、
秋
田
・
山
形
・
新
潟
・
富

山
・
石
川
・
福
井
の
各
県
を
新
潟
知

牧
区
と
し
て
独
立
し
、
神
言
会
員
の

ヨ
ゼ
フ
・
ラ
イ
ネ
ル
ス
師
が
初
代
教

区
長
に
任
命
さ
れ
、
一
九
二
二
年
に

は
名
古
屋
知
牧
区
の
独
立
に
伴
い
、

秋
田
、
山
形
、
新
潟
を
管
轄
す
る
こ

と
と
な
り
、
そ
の
後
、
教
区
に
昇
格

し
て
、
伊
藤
庄
治
郎
司
教
が
教
区
長

に
就
任
さ
れ
た
。

新
潟
教
区
は
三
年
後
の
二
〇
一
二

年
に
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
節

目
に
こ
れ
ま
で
の
福
音
宣
教
の
歩
み

を
ふ
り
返
っ
て
、
現
在
と
将
来
の
福

音
宣
教
を
考
え
る
霊
的
な
「
時
」
と

し
た
い
と
呼
び
か
け
て
次
の
三
点
を

一
〇
〇
周
年
の
前
後
に
是
非
実
現
さ

せ
た
い
と
発
表
し
た
。

一
、
山
形
県
新
庄
市
近
辺
に
山
形
地

区
の
取
り
組
み
に
教
区
全
体
と
し

て
協
力
し
な
が
ら
、
新
し
い
教
会

を
建
設
し
た
い
。

二
、
教
区
セ
ン
タ
ー
建
設
を
視
野
に

い
れ
て
、
新
潟
教
会
聖
堂
裏
敷
地

の
有
効
方
策
に
つ
い
て
二
〇
一
二

年
以
降
に
具
体
化
で
き
る
よ
う
に

検
討
を
は
じ
め
る
。

三
、
ロ
シ
ア
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
小
教

区
と
友
好
関
係
を
更
に
深
め
た
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

五
月
六
日
に
は
司
祭
叙
階
式
が
、

五
月
十
六
日
に
は
米
沢
の
殉
教
者
列

福
感
謝
式
典
が
予
定
さ
れ
て
い
る
記

念
す
る
年
頭
司
牧
書
簡
で
あ
っ
た
。

教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
総
会

四
月
二
十
九
日
十
時
か
ら
新
潟
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
教
区

宣
教
司
牧
評
議
会
は
第
三
回
の
総
会
を
開
き
、
教
区
の
各
地
区
か
ら
地
区
長

と
信
徒
代
表
各
二
人
と
奉
献
生
活
者
の
代
表
、
女
性
の
会
代
表
な
ど
二
十
人

が
集
ま
っ
て
福
音
宣
教
の
教
区
の
最
優
先
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

各
地
区
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
。

Ａ

世
代
や
国
籍
を
超
え
た
交
わ
り

の
共
同
体
を
構
築
す
る
。

◇
秋
田
地
区

◎
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
受
け
入
れ

・
今
あ
る
組
織
、活
動
を
生
か
し
、視

点
を
変
え
て
問
題
に
取
り
組
む
。

・
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

し
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
を
通
じ
て
交

流
を
深
め
る
。

・
教
会
学
校
を
中
心
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
子
供
た
ち
を
育
て
る
。

◎
若
者
の
育
成

・
中
高
生
と
教
会
学
校
の
連
携
を
強

化
す
る
等
。

◇
山
形
地
区

・
山
形
教
会
は
新
し
い
信
徒
協
議
会

の
運
営
状
況
の
検
証
と
見
直
し
、

呼
び
か
け
の
継
続
。

・
新
庄
地
域
に
教
会
建
設
計
画
の
促

進
・
未
信
者
・
転
入
者
へ
の
声
が
け
と

参
加
促
進
。

・
長
井
教
会
は
高
齢
化
が
進
み
、
米

沢
教
会
と
協
力
し
合
っ
て
諸
問
題

に
取
り
組
む
等
。

◇
新
潟
地
区

・
熟
年
信
徒
の
送
迎
ほ
か
。

・
ミ
サ
後
の
集
い
と
分
か
ち
合
い
。

・
病
気
や
そ
の
他
の
理
由
で
教
会
へ

来
ら
れ
な
い
方
々
の
配
慮
。

・
外
国
籍
信
徒
の
た
め
の
窓
口
と
受

け
入
れ
体
制
の
充
実
な
ど
。

◇
新
発
田
地
区

・
外
国
籍
移
住
者
の
個
人
的
悩
み
ご

と
の
相
談
窓
口
の
検
討
。

・
外
国
籍
信
徒
の
初
聖
体
勉
強
会
・

教
会
学
校
。

・
外
国
籍
信
徒
の
教
会
維
持
費
負
担

の
問
題
と
教
会
活
動
へ
の
勧
誘
。

・
若
者
の
集
ま
り
の
推
進
な
ど
。

◇
長
岡
地
区

・
高
齢
者
、
青
年
、
外
国
籍
者
、
子

供
た
ち
の
対
応
。

・
地
区
大
会
、各
種
の
集
い
の
充
実
。

・
自
力
で
教
会
へ
こ
ら
れ
な
い
人
の

送
迎
や
訪
問
。

・
買
物
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
充
実
等
。

Ｂ

教
区
全
体
の
情
報
共
有
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
み
出
す
。

◇
秋
田
地
区

・
地
区
か
わ
ら
版
を
活
用
し
て
情
報

発
信
。

・
教
区
本
部
か
ら
地
区
か
ら
小
教
区

と
い
う
よ
う
に
情
報
の
流
れ
を
階

層
化
し
明
確
に
す
る
。

・
小
教
区
の
情
報
を
地
区
に
ま
と
め

て
教
区
へ
送
る
係
を
決
め
て
情
報

の
流
れ
を
整
え
る
等
。

◇
山
形
地
区

・
地
区
内
で
の
情
報
取
り
ま
と
め
責

任
者
を
決
め
、
収
集
と
発
信
を
行

う
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
検
討
な
ど
。

◇
新
潟
地
区

・
学
生
の
転
入
も
あ
る
の
で
、
転
入

者
を
中
心
に
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
作

り
等
。

◇
新
発
田
地
区

・
具
体
的
な
問
題
に
対
処
で
き
る
人

材
（
医
師
、
弁
護
士
、
不
動
産
関

係
の
専
門
家
）
の
相
談
窓
口
の
確

保
な
ど
。

◇
長
岡
地
区

・
各
小
教
区
間
の
情
報
交
換
な
ど
。

Ｃ

継
続
し
た
信
仰
養
成
を
充
実
さ

せ
、
成
熟
し
た
信
仰
者
へ
の
脱
皮

を
図
る
。

◇
秋
田
地
区

・
聖
書
、信
仰
の
維
持
、未
信
者
か
ら

の
問
い
か
け
の
対
応
な
ど
に
つ
い

て
神
父
様
の
定
例
講
座
の
実
施
。

・
教
区
内
で
の
巡
回
信
徒
養
成
コ
ー

ス
の
実
施
な
ど
。

◇
山
形
地
区

・
信
仰
と
生
活
の
遊
離
の
問
題
を
考

え
る
。

・
子
供
の
信
仰
教
育
の
認
識
強
化
等
。

◇
新
潟
地
区

・
壮
年
層
を
中
核
に
集
ま
り
と
信
仰

学
習
。

・
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
を
教
材
に
し
た

勉
強
会
の
実
施
。

・
主
任
司
祭
を
中
心
に
専
門
ス
タ
ッ

フ
を
定
め
て
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
作

成
と
研
修
の
実
施
。

・
各
小
教
区
の
信
徒
会
長
を
集
め
て

リ
ー
ダ
ー
養
成
指
導
を
す
る
等
。

◇
新
発
田
地
区

・
教
区
あ
る
い
は
地
区
単
位
で
の
信

仰
養
成
講
座
の
開
設
。

・
教
区
、
地
区
で
随
時
開
催
す
る
信

仰
講
座
の
開
催
。

・
東
京
で
開
催
さ
れ
る
講
座
参
加
費

の
補
助
。

・
求
道
者
へ
の
対
応
、
支
援
、
助
言

が
で
き
る
よ
う
な
対
応
な
ど
。

◇
長
岡
地
区

・
土
曜
学
校
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
、

錬
成
会
の
充
実
。

・
信
徒
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
。

・
典
礼
勉
強
会
の
充
実
な
ど
。

ま
と
め

一
、
外
国
籍
信
徒
の
関
わ
り
の
中
の

山
形
県
新
庄
地
域
に
新
し
い
教
会

を
建
設
し
た
い
要
望
に
つ
い
て
は

地
区
と
教
区
が
一
丸
と
な
っ
て
支

援
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

二
、
信
仰
養
成
の
取
り
組
み
と
強
化

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
信
仰
教
育

を
担
当
す
る
信
徒
リ
ー
ダ
ー
の
養

成
や
、
典
礼
の
学
び
、
侍
者
の
養

成
、
信
徒
自
身
の
信
仰
を
深
め
る

養
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル

で
養
成
を
活
発
化
さ
せ
る
た
め
の

対
応
に
つ
い
て
、
教
区
で
は
具
体

的
な
方
策
を
す
す
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

２００９年
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ミ
カ
エ
ル
山
頭
泰
種
師

司
祭
叙
階
三
〇
周
年
を
祝
う

三
月
二
十
九
日
に
山
頭
泰
種
師
（
亀
田
教
会
主
任
司
祭
）
は
、
午
前
九
時

か
ら
司
祭
叙
階
三
〇
周
年
記
念
ミ
サ
を
菊
地
司
教
と
共
祭
で
献
げ
た
。

山
頭
師
の
三
〇
周
年
を
祝
う
記
念

ミ
サ
に
は
、
地
元
信
徒
を
は
じ
め
近

隣
教
会
の
信
徒
と
幼
稚
園
で
働
く
マ

リ
ア
の
宣
教
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道

会
の
シ
ス
タ
ー
ら
一
〇
〇
人
近
い
参

加
者
に
教
会
学
校
の
子
ど
も
達
も
参

加
し
た
、
な
ご
や
か
な
記
念
感
謝
ミ

サ
で
あ
っ
た
。

司
祭
銀
祝
は
叙
階
二
十
五
周
年
記

念
を
祝
う
こ
と
な
の
だ
が
、
山
頭
師

は
一
九
七
九
年
三
月
二
十
五
日
に
司

祭
に
叙
階
さ
れ
て
か
ら
後
、
長
年

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
働
か
れ
て
い
て
現
地

で
滞
在
さ
れ
て
い
た
た
め
に
先
延
ば

し
に
な
っ
て
い
て
、
二
〇
〇
七
年
の

亀
田
教
会
新
聖
堂
の
完
成
な
ど
積
年

の
念
願
を
果
し
て
の
山
頭
師
の
叙
階

三
〇
周
年
に
は
信
徒
た
ち
の
喜
び
は

特
に
大
き
い
。

午
後
か
ら
新
潟
市
内
の
ホ
テ
ル
で

祝
賀
会
が
行
わ
れ
て
、
参
加
者
や
信

徒
た
ち
と
共
に
喜
び
を
分
か
ち
合
っ

た
。

教
区
青
年
の
集
り
を
開
催

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
教
皇
が
一
九
八
五
年
に
定
め
た
「
世
界
青
年
の

日
」
に
教
区
の
青
年
有
志
が
呼
び
掛
け
て
、
四
月
四
日
・
五
日
一
泊
二
日
で

新
潟
教
区
青
年
の
集
り
を
新
潟
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。

青
年
の
集
り
の
テ
ー
マ
は
「
新
潟

教
区
の
青
年
と
し
て
で
き
る
こ
と
」

で
秋
田
地
区
、
新
潟
地
区
、
新
発
田

地
区
、
長
岡
地
区
と
ほ
ぼ
全
域
か
ら

約
二
〇
人
の
青
年
が
集
ま
っ
て
、
こ

れ
か
ら
の
青
年
た
ち
の
活
動
に
つ
い

て
真
剣
に
話
し
合
っ
た
。

四
月
五
日
の
「
世
界
青
年
の
日
」

に
は
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六
世
は

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
『
若
い
世
代
に
特
有

の
熱
意
を
キ
リ
ス
ト
と
の
関
係
か
ら

得
ら
れ
る
堅
い
希
望
で
支
え
て
い
く

よ
う
に
呼
び
掛
け
て
、
真
の
永
遠
の

希
望
は
神
か
ら
だ
け
与
え
ら
れ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
者
に

は
、
他
の
人
に
希
望
を
示
す
務
め
が

あ
る
と
説
き
、
若
い
カ
ト
リ
ッ
ク
信

者
た
ち
は
イ
エ
ス
へ
の
信
仰
を
堅
く

保
ち
、
同
世
代
の
仲
間
た
ち
に
希
望

を
証
し
す
る
キ
リ
ス
ト
者
に
な
る
よ

う
に
語
り
か
け
ら
れ
た
。』（
要
旨
）
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�����������������������

四
月
十
八
・
十
九
日
の
両
日
、
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
の
第
１０
回
総
会
の
新
潟
大
会
が
新
潟
カ
テ
ド
ラ
ル
を
会
場
に
開
か
れ
た
。

初
日
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
一
〇

〇
人
を
超
え
る
参
加
者
に
よ
っ
て
、

「
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」（
あ
な
た
だ
っ
た
ら
、

ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
）
を
主
テ
ー

マ
に「
多
文
化
共
生
と
自
然
災
害
」、

「
化
学
物
質
汚
染
に
つ
い
て
」、「
エ

イ
ズ
に
関
わ
っ
て
」、「
学
校
と
地
域

で
育
む
子
供
た
ち
」
に
つ
い
て
講
演

と
分
科
会
が
あ
っ
た
。

青
年
部
会
が
設
け
た
テ
ー
マ
「
限

り
あ
る
生
命
に
向
き
合
っ
て
」
は
、

新
潟
清
心
女
子
中
学
・
高
等
学
校
の

教
師
山
崎
智
行
さ
ん
が
発
表
者
と

な
っ
た
高
校
生
の
奉
仕
活
動
と
、
高

校
生
の
心
の
成
長
と
奉
仕
活
動
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
意
識
の
問
題
な
ど

に
つ
い
て
集
ま
っ
た
人
々
は
熱
心
に

聴
き
入
っ
て
い
た
。

二
日
目
は
こ
れ
ま
で
の
カ
ト
ボ
ラ

担
当
司
教
で
あ
っ
た
松
浦
悟
郎
司
教

（
大
阪
教
区
）
と
こ
れ
か
ら
の
担
当

と
な
っ
た
菊
地
功
司
教
の
共
祭
で
感

謝
と
派
遣
の
ミ
サ
が
行
わ
れ
、
二
五

〇
人
近
い
参
加
者
で
カ
テ
ド
ラ
ル
は

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

こ
の
カ
ト
ボ
ラ
連
絡
協
議
会
は
、

一
貫
し
て
「
地
球
単
位
で
行
動
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
目
指
し
て
」
の

テ
ー
マ
を
掲
げ
、
大
会
ご
と
に
そ
の

時
に
ふ
さ
わ
し
い
サ
ブ
テ
ー
マ
を
つ

け
て
三
年
ご
と
に
開
催
し
て
い
る
も

の
で
、
一
九
八
一
年
設
立
さ
れ
名
古

屋
・
大
阪
・
東
京
・
広
島
・
京
都
・

高
知
・
札
幌
・
横
浜
・
長
崎
と
、
今

回
は
新
潟
教
区
で
開
催
し
、
三
年
後

の
二
〇
一
二
年
の
大
会
は
沖
縄
で
行

わ
れ
る
。

「
神
に
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
信
じ

る
者
は
、
他
者
を
愛
せ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
愛
す
る
が
故

に
、
他
者
の
ニ
ー
ド
に
応
え
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
気
持
ち
を
社

会
に
活
か
す
こ
と
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

行
い
の
伴
わ
な
い
信
仰
は
役
に
立

た
な
い
（
ヤ
コ
ブ
の
手
紙
二
章
の
二

〇
）。
私
た
ち
キ
リ
ス
ト
者
は
「
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
生
き
方
を
生
き

よ
う
と
決
心
し
た
」
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
と
誓
い
合
い
、
友
情
と

信
仰
を
深
め
合
っ
た
大
会
で
あ
っ

た
。

カカ
リリ
タタ
スス
ジジ
ャャ
パパ
ンン

新新
潟潟
でで
報報
告告
会会

三
月
十
五
日
、
新
潟
カ
ト
リ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
で
カ
リ
タ
ス

ジ
ャ
パ
ン
は
海
外
援
助
の
視
察
報
告

会
を
開
き
、
集
ま
っ
た
四
〇
人
近
い

参
加
者
に
、
援
助
資
金
の
使
途
説
明

と
現
地
報
告
と
更
な
る
協
力
を
呼
び

か
け
た
。

こ
の
報
告
会
は
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ

ン
の
教
区
担
当
の
町
田
正
神
父（
寺

尾
教
会
）が
準
備
し
、新
潟
地
区
信
徒

使
徒
職
協
議
会
の
総
会
前
の
約
一
時

間
程
度
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
広
く

一
般
に
も
呼
び
か
け
て
、
カ
リ
タ
ス

ジ
ャ
パ
ン
の
職
員
稲
江
佐
和
子
さ
ん

が
「
あ
な
た
の
愛
の
献
金
で
こ
の
笑

顔
が
」と
題
し
て
、カ
ン
ボ
ジ
ア
や
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
の
医
療
・
教
育
支

援
な
ど
の
様
子
が
報
告
さ
れ
た
。

ノノ
ーー
トト
ルル
ダダ
ムム

新新
潟潟
修修
道道
院院
閉閉
鎖鎖

一
九
六
四
年
以
来
、
新
潟
清
心
女

子
高
等
学
校
の
設
立
母
体
と
し
て
教

区
に
お
け
る
教
育
宣
教
司
牧
に
尽
力

し
た
ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

修
道
女
会
は
、
二
〇
〇
九
年
三
月
三

十
一
日
を
も
っ
て
新
潟
修
道
院
を
閉

鎖
し
て
、
新
潟
教
区
で
働
く
す
べ
て

の
会
員
が
教
区
を
離
れ
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
新
潟
清
心
中
学
高

等
学
校
の
経
営
母
体
は
学
校
法
人

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
学
園
を
離
れ
、

四
月
一
日
か
ら
独
立
し
た
学
校
法
人

と
な
っ
て
、
新
法
人
は
学
校
法
人

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
新
潟
清
心
学
園
と
な

り
、
理
事
長
に
は
等
々
力
好
泰
氏
が

就
任
し
た
。

当
学
園
の
宗
教
教
育
が
、
こ
れ
ま

で
通
り
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
に
基
づ

い
て
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
保
証
さ
れ

て
い
る
の
で
、
菊
地
司
教
は
当
面
の

間
、
新
潟
清
心
中
学
高
等
学
校
を
カ

ト
リ
ッ
ク
学
校
と
認
定
し
た
。

記念のミサを捧げる山頭神父と菊地司教

愛の献金でこの笑顔がと語る
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宗
教
法
人
法
の
定
め
に
よ
り
、
毎

会
計
年
度
終
了
後
に
、
各
小
教
区
か

ら
の
会
計
報
告
を
集
計
し
て
、
本
部

会
計
と
と
も
に
所
轄
庁
（
文
化
庁
、

税
務
署
）
に
決
算
書
類
を
提
出
し
て

い
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
度
の
決
算
に
つ
き
ま

し
て
は
三
月
に
開
催
さ
れ
た
教
区
の

顧
問
会
、
司
祭
評
議
会
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
決
算
書
類
を
所
轄
庁

に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。
本
号
で
二

〇
〇
八
年
度
の
教
区
本
部
会
計
と
小

教
区
会
計
の
収
支
に
つ
い
て
報
告
い

た
し
ま
す
。

教
区
財
政
の
流
れ
・
支
え

信
者
の
皆
さ
ん
か
ら
小
教
区
に
納

め
て
い
た
だ
く
献
金
、
各
小
教
区
か

ら
教
区
本
部
に
納
め
て
い
た
だ
く
維

持
費
・
負
担
金
等
の
資
金
の
流
れ
は

図（
資
料
１
「
主
な
収
入
・
支
出
の
資

金
の
流
れ
」）の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
信
者
の
皆
さ
ん
か
ら
小
教
区
に
納

め
て
い
た
だ
い
た
献
金
等
は
総
額

で
１
億
３
、４
４
０
万
円
、
ま
た

事
業
収
入
等
信
者
以
外
か
ら
小
教

区
へ
の
収
入
は
３
６
０
万
円
で
し

た
。

・
各
小
教
区
か
ら
教
区
本
部
に
納
め

て
い
た
だ
い
た
負
担
金
等
は

３
、６
４
０
万
円
、
小
教
区
以
外

か
ら
教
区
本
部
へ
の
収
入
は

２
、９
９
０
万
円
で
本
部
一
般
会

計
の
収
入
合
計
額
は
５
、２
０
０

万
円
で
し
た
。

各
小
教
区
か
ら
教
区
本
部
に
納
め

て
い
た
だ
い
た
負
担
金
等
は
一
般

会
計
全
体
収
入
の
４３
％
、
ま
た
、

司
祭
か
ら
の
寄
付
金
も
収
入
額
全

体
の
３０
％
と
大
き
な
割
合
を
占
め

て
い
ま
す
。

小
教
区
全
体
の
財
務
状
況
を
見
て

み
ま
す
と
、
地
理
的
な
状
況
に
よ

り
、
信
徒
数
も
多
く
比
較
的
収
支

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
て
い
る
教
会
も

あ
り
ま
す
が
、
聖
堂
や
信
徒
会
館

の
補
修
費
の
捻
出
に
苦
労
し
て
い

る
小
教
区
も
あ
り
ま
す
。

自
分
た
ち
の
属
し
て
い
る
教
区
、

小
教
区
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
区
本
部
の
収
支
状
況

〜
実
質
１
４
５
万
円
の
赤
字

（
資
料
２
の
「
教
区
本
部
一
般
会
計

収
支
」
参
照
）

教
区
本
部
一
般
会
計
は
、
全
体
で

１
、０
４
２
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
が
、
司
祭
給
与
資
金
収
支
の
黒

字
分
８
７
９
万
円
と
一
粒
会
資
金
収

支
の
黒
字
分
３
０
８
万
円
を
特
別
会

計
（
司
祭
会
計
、
一
粒
会
会
計
）
に

振
替
え
る
金
額
を
差
引
き
す
る
と
、

実
質
１
４
５
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま

し
た
。

二
〇
〇
七
年
度
に
比
較
い
た
し
ま

す
と
、
一
般
会
計
全
体
で
２
１
５
万

円
、
実
質
で
１
５
０
万
円
ほ
ど
改
善

い
た
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
七
年
度
と
の
大
口
の
増
減

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①

教
区
負
担
金
（
教
区
維
持
費
）

１
２
２
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
八
年
度
か
ら
教
区
負
担
金

は
前
年
度
の
献
金
収
入
額（
実
績
額
）

を
も
と
に
本
部
で
計
算
し
、
通
知
し

た
金
額
を
送
金
い
た
だ
き
ま
し
た
。

増
加
し
た
金
額
は
、
二
〇
〇
七
年

度
分
が
年
越
し
で
送
金
さ
れ
た
た
め

の
一
時
的
な
も
の
で
す
。

②

寄
付
金
収
入（
一
般
寄
付
金
等
）

１
７
１
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

本
部
隣
接
地
（
聖
園
幼
稚
園
跡

地
）
を
駐
車
場
と
し
て
賃
貸
し
て
い

ま
す
が
、
駐
車
場
の
収
支
額
２
８
０

万
円
を
一
般
会
計
に
組
入
れ
し
ま
し

た
。（教

区
の
財
政
基
盤
拡
充
の
た
め

の
対
応
と
し
て
、
二
〇
〇
八
年
度
か

ら
一
般
会
計
に
組
入
れ
た
も
の
で

す
。）

③

献
金
収
入

４
１
２
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
七
年
度
か
ら
殉
教
者
の
た

め
の
特
別
献
金
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。

殉
教
者
の
た
め
の
祈
り
の
小
冊

子
、
サ
ム
ラ
イ
た
ち
の
殉
教
絵
本
等

の
支
払
の
た
め
、
特
別
献
金
額
か
ら

４
８
２
万
円
を
支
払
い
ま
し
た
。

特
別
献
金
か
ら
一
般
会
計
に
振
替

え
て
処
理
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
金

額
が
増
え
ま
し
た
。

④

そ
の
他
の
収
入
、
そ
の
他
の
支

出
〜
（
財
務
収
支
等
）

収
入
は
３
、３
０
９
万
円
、
支
出

は
２
、７
３
７
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

一
昨
年
（
二
〇
〇
七
年
）
土
地
・

建
物
の
売
買
と
建
物
の
改
修
工
事
が

あ
っ
た
た
め
で
す
。

秋
田
大
仙
市
と
新
発
田
市
で
、
市

の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
土
地

売
却
、
代
替
地
購
入
と
教
区
本
部
ビ

ア
ン
ネ
館
の
改
修
工
事
が
そ
の
内
容

で
す
。

小
教
区
の
収
支
状
況

〜
資
料
３
の
「
小
教
区
一
般
会
計

収
支
」
参
照

小
教
区
の
一
般
会
計
は
、
全
体
で

８
３
３
万
円
の
黒
字
で
す
。

経
常
収
支
ベ
ー
ス
で
は
８
８
０
万

円
の
赤
字
で
す
が
、
赤
字
分
は
今
ま

で
の
繰
越
金
や
建
設
資
金
等
の
積
立

金
を
取
崩
し
て
充
当
し
て
い
ま
す
。

項
目
ご
と
の
大
き
な
動
き
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①

献
金
収
入

高
齢
化
、
経
済
情
勢
等
様
々
な
要

因
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
全
体
で

２
７
２
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
新
潟
教
区
だ
け
で
な
く
ど
こ
の

教
区
で
も
同
じ
傾
向
が
続
い
て
い
る

状
況
で
す
。

②

寄
付
金
収
入

９
９
４
万
円
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
一
昨
年
は
中
越
沖
地
震
で
全
国

か
ら
９
２
６
万
円
の
義
援
金
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

③

宗
教
活
動
費

３
７
０
万
円
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
一
昨
年
は
献
堂
式
・
記
念
式
典

等
で
３
０
０
万
円
程
度
の
出
費
が
あ

り
ま
し
た
。

④

財
務
収
入
、
財
務
支
出

そ
れ
ぞ
れ
１
、８
５
７
万
円
、

９
７
６
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

信
徒
会
館
の
建
設
費
、
建
物
の
補

修
等
と
建
設
積
立
金
の
取
崩
し
、
借

入
金
の
収
支
が
そ
の
内
容
で
す
。

そ
の
他
、
各
小
教
区
か
ら
指
定
献

金
と
し
て
送
金
い
た
だ
い
て
い
る
内

容
は
、
資
料
４
「
指
定
献
金
受
入
一

覧
」
の
と
お
り
で
す
。

今
後
の
取
組
事
項
と
課
題

・
今
年
度
（
二
〇
〇
九
年
度
）
か
ら

教
区
維
持
費
の
負
担
増
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
八
年
度

ま
で
は
、
献
金
額
の
一
律
１０
％
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
信
徒
数
に
よ
り
１０
〜
１５

％
を
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
し
、

先
般
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
教
区
維
持
費
増
に
よ
り

教
区
本
部
の
一
般
会
計
は
、
特
別

の
要
因
が
な
け
れ
ば
今
後
赤
字
解

消
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
昨
年
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
土
地
・

建
物
、
什
器
備
品
等
の
財
産
目
録

の
全
面
洗
い
直
し
を
今
年
度
中
に

行
い
ま
す
。
現
時
点
の
本
部
で
と

ら
え
て
い
る
明
細
を
整
理
し
通
知

い
た
し
ま
す
の
で
、
各
小
教
区
で

見
直
し
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

ま
た
、
会
計
の
手
引
書
の
作
成
を

い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ら
財
産
目
録
の
整
備
と
手
引

書
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
後

半
に
地
区
別
に
説
明
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
経
済
的
な
ご
協
力
と
と
も

に
、
各
小
教
区
と
教
区
本
部
の
事
務

処
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
も
格
別

な
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
教
区
事
務
局
長

大
瀧
浩
一
）

新
潟
教
区
二
〇
〇
八
年
度
決
算
概
要

修道会・学校法人負担金
２４０万円

司祭寄付金収入１，５６０万円
その他の寄付金 ５１０万円
その他 ６８０万円

合計額
２，９９０万円

教区本部（一般会計）

収入 ５，２００万円

支出 ４，１６０万円

・土地・建物等固定資産の
取得・売却はなし

一粒会収支差額３１０万円
司祭人件費差額８８０万円

一粒会会計・
司祭会計（司祭人件費）

指定献金先

共済基金会計・
教区協基金会計

合計額
３，６４０万円

＜内訳＞
・教区維持費

１，０２０万円
・一粒会負担金

５１０万円
・司祭活動負担金

６８０万円

事業収入 ２００万円
補助金収入 ６０万円
バザー売上 ７０万円
受取利息 ３０万円

合計額
３６０万円

各小教区（一般）

収入 ２億１，６５０万円

支出 ２億８２０万円

・財務収入 ７，８５０万円
＜主な内訳＞
・特別会計取崩収入

６，２５０万円
・借入金 １，３００万円

・財務支出 ６，１３０万円
＜主な内訳＞
・固定資産取得支出

３，２５０万円
・特別会計積立支出

２，４１０万円

合計額
１億３，４４０万円

＜内訳＞
・教会維持費等献金

９，１９０万円
・指定献金

７８０万円
・一粒会献金

４９０万円
・寄付金

２，６７０万円
・その他

３１０万円

教

区

の

皆

さ

ん

（金額は１０万円単位の概数） 資料１

・指定献金
１，２００万円

・共済基金・教区協
基金負担金

２３０万円

主な収入・支出の資金の流れ
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（教区人口比：０．１６％）１．概 況
面積………………………………３３，５１８�
人口 …………………………４，６９２，４７３人

信者総数 …………………………７，３３８人
求道者…………………………………８０人

２．人 員 構 成
司 教 …………………………………１
教区司祭 邦人…………………………１５

外国人 ………………………１
助祭 邦人 …………………………１

神言会員 邦人 …………………………６
外国人 ………………………３

フランシスコ会員 外国人 ……………５
邦人（修道士）……１

イエズス・
マリアの聖心会員 邦人 ……………２

外国人 …………２
他教区から派遣司祭 外国人 …………２
神 学 生 邦人 …………………………０

聖霊奉侍布教修道女会 邦人 …………８
外国人 ………２

聖心の布教姉妹会 邦人………………４６
マリアの宣教者
フランシスコ修道会 邦人 …………４
ナミュール・
ノートルダム修道女会 邦人 ………４
無原罪の聖母
フランシスコ姉妹会 邦人 …………０

外国人 ………２
オタワ愛徳修道女会 邦人 ……………３

外国人 …………１
聖クララ会 邦人 ………………………９
聖マリア在俗会 邦人…………………１６

３．事 業
小教区教会………………………………３１
分教会・巡回教会 ………………………４
集会所 ……………………………………４
女子修道院………………………………１０
社会福祉事業
老人ホーム ……………………………３
宿泊を伴う利用者数 ……………１８２
その他の老人福祉事業………………１３
宿泊を伴う利用者数………………５８
宿泊を伴わない（年間のべ人数）…３７，４２８
その他の福祉事業 ……………………１
宿泊を伴う利用者数 ………………０
宿泊を伴わない（年間のべ人数）………７２

幼稚園……………………………………２７
園児数 ……………………………２，７３２
女子中学校 ………………………………２
生徒数 ………………………………１７４
女子高等学校 ……………………………２
生徒数 ……………………………１，１３２
女子短期大学 ……………………………２
学生数 ………………………………５６８
児童福祉事業
保育園 …………………………………７
園児数（年間のべ人数）……１６０，１７８
宿泊を伴う利用者数 ………………０
その他の児童福祉事業 ………………７
宿泊を伴う利用者数 ……………２６０
宿泊を伴わない（年間のべ人数）…１０，２９３

４．移 動
転入 転出

教区内………………５ ………………５
教区外………………３０ ………………３３
その他………………１ ………………２０

死亡………………………………………６５

【県別内訳資料】
■新潟県 県庁統計課 TEL．０２５－２８５－５５１１
面 積……………１２，５８３�
人 口 ………２，３９４，３１４人 （昨年）２，４０６，６８７人
信徒数 ……………４，７２５人（人口対比０．２０％） ４，７２５人 増減 ０人

■山形県 県庁統計課 TEL．０２３６－３０－２１７９・２１８０
面 積 ……………９，３２３�
人 口 ………１，１８９，１５２人 （昨年）１，１９７，１７４人
信徒数 ………………８４２人（人口対比０．０７％） ８３３人 増減＋９人

■秋田県 県庁統計課 TEL．０１８－８６０－１２５８
面 積……………１１，６１２�
人 口 ………１，１０９，００７人 （昨年）１，１１９，２３１人
信徒数 ……………１，６３７人（人口対比０．１５％） １，６５７人 増減－２０人

（単位：千円）
対前年度比

２，２０９
１，２２４
７９７
１８８
０
８６５
－８４５
１，７１０
４，１２０

－３３，０９３
－２５，８９９
－５１０
１００
－６１０
５７

－２２１
－９４８
７２７

－２７，３７６
－２８，０５０
２，１５１

＜司祭寄付金等と司祭人件費＞
－４８
－９４８
９００

＜一粒会負担金と神学生養成費＞
－２４
３１２
－８１
－２５５
１，５０６

平成１９年度
２２，２５７
８，９４４
６，０３０
４，８７８
２，４０５
１９，８３８
１６，４００
３，４３８
２，４７３
３３，３４４
７７，９１２
１３，６１７
２，３５１
１１，２６６
５，７７５
２２，３５１
１４，５３８
７，８１３
２７，８９６
６９，６３９
８，２７３

２２，４３０
１４，５３８
７，８９２

５，６９０
２，１３９
２１２
３，３３９
－２，９５８

平成２０年度
２４，４６６
１０，１６８
６，８２７
５，０６６
２，４０５
２０，７０３
１５，５５５
５，１４８
６，５９３
２５１

５２，０１３
１３，１０７
２，４５１
１０，６５６
５，８３２
２２，１３０
１３，５９０
８，５４０
５２０

４１，５８９
１０，４２４

２２，３８２
１３，５９０
８，７９２

５，６６６
２，４５１
１３１
３，０８４
－１，４５２

項 目
負担金収入
教区負担金（教区維持費）
司祭活動負担金
一粒会負担金
学校法人・修道会負担金
寄付金収入
司祭寄付金
一般寄付金 等
献金収入
その他の収入

収入合計
宗教活動費
神学生養成費
祭儀費 等
事務運営費
人件費
司祭人件費（含法定福利費）
職員人件費
その他の支出

支出合計
①収支差額

司祭寄付金・司祭活動負担金
司祭人件費（含法定福利費）
②司祭人件費等収支額

一粒会負担金 等
神学生養成費
地区練成会等補助

③一粒会収支額
実質収支額（①－②－③）

（単位：千円）
対前年度比
－２，７２４
－１，４４６
５２４
－４６１
－１，２５７
－８４
－４６４
０

－９，９４６
－５２０
－６９９
１８，５７０
４，２１７

－３，７０９
－６５９
１４８
１，４４０
－８，２５６
－６２０
－３４１
－２，５３７
９，７６１
－４，７７３
８，９９０
１８１

平成１９年度
９４，６５０
５０，９７７
２３，９７８
５，９２３
７，１９０
６，５８２
８，２４０
４，８８６
３６，６８７
２，４８８
５，４４１
５９，８８８
２１２，２８０

５６，５８４
８，４９４
４，８１３
３５，３４１
１６，２０１
３６，５９４
７２１
２，６３３
５１，５５０
２１２，９３１
－６５１

－８，９８９

平成２０年度
９１，９２６
４９，５３１
２４，５０２
５，４６２
５，９３３
６，４９８
７，７７６
４，８８６
２６，７４１
１，９６８
４，７４２
７８，４５８
２１６，４９７

５２，８７５
７，８３５
４，９６１
３６，７８１
７，９４５
３５，９７４
３８０
９６

６１，３１１
２０８，１５８
８，３３９
－８，８０８

項 目
献金収入
教会維持費収入
ミサ献金収入
一般・臨時献金収入
祭儀献金収入
司祭活動献金収入
指定献金収入
一粒会献金収入
寄付金収入
事業収入
その他の経常収入
財務収入

収入合計

宗教活動費
指定献金支出
一粒会献金支出
事務運営費
人件費
維持管理費
事業支出
その他の経常支出
財務支出

支出合計
全体収支差額
経常収支差額

（単位：千円）
対前年度比

－１７
２８

－１２４
５

－７８
０
３３
－２９
－３７
４，３９２
－２０５
３，９６８

平成１９年度
１，１６９
４１４
１，７９６
３４９
４６３
５１６
４８６
５２２
５８３
１，４８６
２１５
７，９９９

平成２０年度
１，１５２
４４２
１，６７２
３５４
３８５
５１６
５１９
４９３
５４６
５，８７８
１０

１１，９６７

項 目
カトリック児童福祉の日献金
教区青少年の日献金
四旬節愛の献金
聖地のための献金
世界広報の日献金
聖ペトロ使徒座への献金
世界難民移住移動者の日献金
世界宣教の日献金
宣教地司祭育成の日献金
列福特別献金（含「サムライたちの殉教」協力金）
その他（クリスマス献金等）

合 計 額

２００８年

求 道 者

４
３

５
３
８

２３
２

３

２
１
８
１
１３
４
１

３
３
２５
５６
２
２
５
２
１１
１０

１
２

１３
８０

聖職者・信徒・信者総数 ７，３３８…聖職者数１３４名＋一般信徒７，２０４名

注．結婚：信者同士、信者と他キリ、信者・非キリのみ
秋田教会には、聖体奉仕会の人数（２９人）が加算されております。

結 婚注

２
３

５

０

１
４

１

６
１１

２
４

６
３

１

２
６
２３

堅 信

１

１
３
８

１３

０
１
１３
１４

３

３１
４４

５

５

３

３
５２

洗 礼
成 人

２
１

２
４
１

１０

１
１

１

３
２
９
１１
１
２
３

２８
４１

１
１５

１６
４

３

１

８
６５

幼 児
４

３
１

８

２
２

２
１
７
２
８
８
３
４
３

２８
４３

４
２
６
２
１
２

２
７
５６

信 徒 数

２３１
７９
１６
１６７
７５２
４２７
６２
６９

１，８０３
３１
１２９
２７６
２５
１５０
１３７
７４８
１４０
４５５
８３４
１１４
１６５
２５７
２０９
２，１７４
４，７２５
３５
１９３
４８８
１２６
８４２
８６４
６７
４３
３８２
４４
５１
１８６
１，６３７
７，２０４

教 会 名

青 山
亀 田
白 根
寺 尾
新 潟
花 園
鳥 屋 野
佐 渡
新潟地区計
加 茂
三 条
新発田（村上）
栃 尾
新 津（村松）
見 附
新発田地区計
糸 魚 川
柏 崎
高 田（妙高）
十 日 町
直 江 津
長 岡 表 町
長 岡 福 住
長岡地区計
新潟県合計
酒 田
鶴 岡
山 形（新庄）
米 沢（長井）
山形地区計
秋 田
大 館
鹿 角
土 崎
能 代
本 荘
横 手（上宿）
秋田地区計
新潟教区計

１
２
３
４
５
６
７
８

９
１０
１１
１２
１３
１４

１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１

２２
２３
２４
２５

２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２

新 潟 司 教 区 統 計
（２００８年１２月３１日現在）

資料２

資料３

２００８年（平成２０年）度 指定献金受入一覧 資料４

２００８年（平成２０年）度 小教区一般会計収支

２００８年（平成２０年）度 教区本部一般会計収支
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